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い，二相性食物として米飯 5 gと水 3mlを同時
咀嚼とした．また，二相性食物にはトロミを付与
し， 0， 2， 4％の 3段階とし，それぞれ TP0，
TP2，TP4とした．
　咀嚼嚥下中の咽頭への送り込みを嚥下内視鏡で
撮影し，DVテープに記録した．それと同時に呼
吸状態をプレスチモグラフにて胸郭と腹部の動き
をモニタリングした．
松本歯学　42⑵　2016158
【結果および考察】
　若年健常者において咀嚼時間は TP0が他の食
品に比べ短かった．高齢者においても咀嚼時間は
TP0が他の食品に比べ短かったが，他の食品間で
有意差はなく，平均咀嚼時間は若年者に比べ大幅
に延長した．
　食物先端の位置は若年健常者においては TP0
が他の全ての被検食より深く，下咽頭や梨状窩ま
で達する割合が高いが，粘性を付与することによ
りコントロールに近づいてくるという結果であっ
たが，高齢者においては全ての食品間において嚥
下時の食物先端の位置が下咽頭へ達しており，食
物先端の位置は全ての食物間で有意差を認めな
かった． 
　また呼吸については若年健常者においては嚥下
開始時の呼吸相は食物の粘性によらず，ほとんど
の被検食でプラトー相または呼気相であったが，
高齢者においては二相性食物の粘性が低下する
と，嚥下開始時の呼吸は吸気相で起こる割合が増
加し，咽頭への食物の嚥下までの送り込みは二相
性食物の粘性によらずに高率に下咽頭にまで達し
ていた．
　これらの結果より高齢者では呼吸の予備力低
下・咀嚼嚥下と呼吸パタンとの協調性が低下して
いる可能性が示唆された．
　この研究により二相 食品の粘性は，経口処理や
呼吸パタンに大きな影響を与えるので，嚥下前誤
嚥などの問題を防止するために，摂食・嚥下障害
の既往がなく常食摂取している高齢者であっても
呼吸の予備力低下により誤嚥の危険性があり，正
しい食品の選択が重要で，定期的なスクリーニン
グ検査の必要性や食形態が適正であるか検討する
必要性があると考える．
